
主担当 現状 評価の観点 達成度判断基準 分析（結果と課題）及び次年度の扱い（改善策等）
＜努力指標＞
相互の授業参観を行
い、積極的にアドバイ
スを行うことにより、
授業の改善を行う。

年間５回以上の授業参観を行い、意見交換を
実施して、授業改善に努めた教員が
Ａ ７０％以上である。
Ｂ ６５％以上である。
Ｃ ５０％以上である。
Ｄ ５０％未満である。

（教務課・各教科）
　最終評価（Ａ）74％
　前期の取り組みがなかった教員に積極的に働きかけ実施してもらった。
自発的な授業公開が望まれる。
　次年度は、新しい試みとして、授業の様子を撮影した動画を自他視聴し、積極
的にアドバイスを行うことにより、授業改善に繋げたい。

＜努力指標＞
主体的・対話的で深い
学びの実現に向けた授
業改善に取り組む。

主体的・対話的で深い学びの視点に立って、
授業改善に取り組んだ先生の割合が
Ａ ９０％以上である。
Ｂ ８０％以上である。
Ｃ ７０％以上である。
Ｄ ７０％未満である。

（教務課・各教科）
　最終評価（Ｂ）88.4％
　本校の特徴である学校行事の充実と、授業時間の確保は背反の関係にある。教
員はそのジレンマの中で工夫しながら取り組んでいる。
　次年度も引き続き授業改善に取り組む。

② 小松工業ラーニングコンパ
スを活用し、育む資質・能
力を明確にした上で授業を
実践する。

教務課
各教科

本校の教育目標に照らし、地
域に求められる質の高い学力
を身につけさせることが求め
られている。

＜満足度指標＞
各教科の指導により、
学習内容の理解が深
まったと感じる。

授業の中でクラスメイトとの協働的な学びを
通して異なる考え方が組み合わさり、学びが
深まった経験のある生徒が
Ａ ８０％以上である。
Ｂ ７０％以上である。
Ｃ ６０％以上である。
Ｄ ６０％未満である。

（教務課・各教科）
　最終評価（Ａ）90％
　１人１台端末が有効に活用されている結果である。
　次年度も引き続き育む資質・能力を明確にした上で授業を実践していく。

<成果指標＞
資格・検定指導を推進
し、ジュニアマイス
ターの認定者を多く輩
出する。

ジュニアマイスターブロンズ以上の認定者お
よび認定者と同等のポイントを有する生徒の
人数が、
Ａ ７５名以上である。
Ｂ ６５名以上である。
Ｃ ５５名以上である。
Ｄ ５５名未満である。

（学年会・各学科・部活動）
　最終評価（Ａ）89名
　多くの生徒が各種検定、資格の取得に向けて意欲的に取り組んでいる。

＜満足度指標＞
各教科の指導により、
専門科目の技能が身に
ついたと感じる。

授業により、専門科目の技能が身に付き、課
題を発見する力、解決する力がついたと感じ
ている生徒が、
Ａ ８５％以上である。
Ｂ ７５％以上である。
Ｃ ６５％以上である。
Ｄ ６５％未満である。

（学年会・各学科・部活動）
　最終評価（Ａ）91.6％
　本校の特色である工業に関する専門的な学習活動や体験、各種大会の取り組み
により、９割以上の生徒が必要な資質、能力が身についたと実感している。

<成果指標＞
ものづくり大会やロ
ボットコンテスト等の
コンテストにおいて上
位進出を目指す。

今年度のものづくり大会やロボットコンテス
ト等のコンテストにおいて
Ａ 全国大会で上位に入賞することができた。
Ｂ 全国大会に出場することができた。
Ｃ 北信越大会に出場することができた。
Ｄ 県大会出場にとどまった。

（学年会・各学科・部活動）
　最終評価（Ａ）
　高校生ものづくりコンテスト旋盤作業部門　全国大会優勝
　高校生技術・アイディアコンテスト全国大会　優秀賞
　旋盤作業部門で通算３回の優勝は、全国で２校である。また、指導にあたって
いる教諭は、今回の優勝で２人目の優勝者を育成したことになる。

② 進路実現を確実なものとす
るため、インターンシッ
プ、デュアルシステム等の
体験的学習を積極的に取り
組むとともに、学習の習慣
化と基礎学力の充実・定着
を図る。

教務課
進路指導
課
学年会
各教科

部活動に熱心に取り組んでい
る生徒も多いが、一方で学習
時間の確保に苦労している生
徒も見受けられる。部活動と
の両立が重要課題である。

＜努力指標＞
学習と部活動の両立を
目指し、気概と努力が
大切であると実感させ
る。

学習と部活動を両立できたと答える生徒が
Ａ ８０％以上である。
Ｂ ７０％以上である。
Ｃ ６０％以上である。
Ｄ ６０％未満である。

（教務課・進路指導課・学年会・各教科）
　最終評価（Ａ）80.5％
　活動にメリハリをつけて取り組むことで、多くの生徒が学習と部活動を両立で
きた。学習の習慣化をさらに充実させる必要がある。

① 生徒の基礎学力の定着と授
業規律の確保を目指す。ま
た、主体的・対話的で深い
学びの視点に立った授業改
善を行い、意図的に生徒が
表現する場面を確保する。

１人１台端末を積極
的に活用しながら、
主体的・対話的で深
い学びの実現に向け
た授業改善を推進す
ることにより、基礎
的な知識・技能の定
着を図るとともに、
思考力・判断力・表
現力・コミュニケー
ション力等の育成を
図る。
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石川県立小松工業高等学校

・最先端の設備が充実しており、このような設備を使用して学習できる生徒は幸せである。
・客観的なデータをもとに、丁寧な分析がなされている。
・GIGAスクール構想の充実に向けて、取組状況も知ることができ、参考になりました。

　学校関係者評価委員会の評価を踏まえた今後の改
善策

・スマートスクール構想により設備の充実が図られた。効果的な使用と指導を工夫し、専門的な学習内容を充実させていきたい。
・引き続き各種のアンケート結果を基に分析、検証をして、現状に反映させるように取り組み、一層充実させていきたい。

令和５年度　　学校経営計画に対する最終評価報告書

① 専門高校における知識・技
能の習得のバロメーターで
ある資格取得・検定合格に
向けて積極的に取り組む。
また、ものづくりの技術を
向上させ、各種大会等で成
果を上げる。

2 ものづくりによる実
践的な技術・技能の
習得や、デュアルシ
ステム等の体験的学
習に積極的に取り組
み、地域に貢献でき
る人材の育成と個々
の生徒の適性に応じ
た進路の実現を図
る。

　学校関係者評価委員会の評価

学年会
各学科
部活動

目標とする資格・検定指導を
戦略的に推進する必要があ
る。また、各種コンテストに
積極的に参加し、同年代の同
じ目標をもつ集団の中で切磋
琢磨しながら成果を上げてい
くことが求められている。

重点目標 具体的取組

教務課
各教科

授業規律の確保と生徒の学習
意欲の向上、基礎学力の定着
が課題となっている。生徒の
実態に鑑み、学習意欲を喚起
するとともに、主体的・対話
的で深い学びの実現に向けた
「アクティブ・ラーニング」
の視点からの授業改善が求め
られている。



主担当 現状 評価の観点 達成度判断基準 分析（結果と課題）及び次年度の扱い（改善策等）

石川県立小松工業高等学校

令和５年度　　学校経営計画に対する最終評価報告書

重点目標 具体的取組

＜成果指標＞
生徒会が中心となって
行う学校行事。

生徒会が中心となって行う学校行事（体育
祭・工業祭・球技大会等）に自ら進んで参加
できた生徒が、
Ａ ８０％以上である。
Ｂ ７０％以上である。
Ｃ ６０％以上である。
Ｄ ６０％未満である。

（生徒会課・部活動・学年会）
　最終評価（Ａ）93.2％
　後期には体育祭、工業祭など大きな学校行事があり、生徒たちは意欲的に参加
していた。生徒が主体的に取り組めるよう、内容の工夫、充実を図りたい。

＜成果指標＞
県総体での上位進出の
状況をみる。

県総体の成績で団体、個人ベスト４以上の種
目が
Ａ １５種目以上あった
Ｂ １０～１４種目であった。
Ｃ ７～９種目であった。
Ｄ ７種目未満であった。

（生徒会課・部活動・学年会）
　最終評価（Ａ）35種目
　昨年度に比べて上位の成績を収めた個人、団体が増加した。コロナ禍での部活
動の制限が緩和もしくは撤廃されたことが要因としてあげられる。

＜成果指標＞
遅刻件数の前年度比か
ら判断する。

前年度と比較し、遅刻件数が
Ａ  ２０％以上減少した。
Ｂ  ０～２０％未満減少した。
Ｃ  ５％未満増加した。
Ｄ  ５％以上増加した。

（生徒指導課・生徒会課・教育相談・学年会・全職員）
　最終評価（Ｄ）8.5％増
　全生徒のうち510人が遅刻１回以下であることから、一部の生徒が４，５回の
遅刻を繰り返していることが分かった。
　職員一丸となり、該当生徒に対し、保護者と連携して粘り強く指導していく。

＜成果指標＞
自転車交通違反指導件
数の前年度比から判断
する。

前年度と比較し、違反件数が
Ａ ３０％以上減少した。
Ｂ ２０～２９％減少した。
Ｃ １０～１９％減少した。
Ｄ １０％未満であった。

（生徒指導課・生徒会課・教育相談・学年会・全職員）
　最終評価（Ｄ）494％　17件→104件
　自転車の並進で指導されることが多く、自転車の乗車ルール、マナーの徹底が
必要である。
　引き続き、各種関係機関との連携を図りながら規範意識を高めるよう指導して
いく。

＜満足度指標＞
生徒の自己評価から判
断する。

自ら進んで挨拶できたと答える生徒が、
Ａ ８５％以上である。
Ｂ ７５％以上である。
Ｃ ７０％以上である。
Ｄ ７０％未満である。

（生徒指導課・生徒会課・教育相談・学年会・全職員）
　最終評価（Ｂ）81.8％
　残念ながらＢ評価となった。挨拶はしているものの自ら進んでする生徒の割合
が減少した要因を探っていきたい。

＜努力目標＞
生徒の状況を的確に把
握し、いじめの未然防
止・早期発見や生徒一
人一人の成長に応じた
指導に努める。

生徒情報を共有し、いじめ問題を未然に防ぐ
よう努めるとともに、問題発生時には早期対
応できている教員が、
Ａ ９０％以上である。
Ｂ ８０％以上である。
Ｃ ７０％以上である。
Ｄ ７０％未満である。

（生徒指導課・生徒会課・教育相談・学年会・全職員）
　最終評価（Ａ）98.1％
　教員は非常に敏感に反応している。
　引き続き生徒の状況を的確に把握し、いじめの未然防止・早期発見や生徒一人
一人の成長に応じた指導に努めていきたい。

4 本校の魅力やものづ
くりの楽しさを積極
的に外部へ情報発信
し、本校を志望する
中学生の増加を図
る。

① 本校独自の魅力やものづく
りの楽しさを伝えるため
に、見てわかる情報コンテ
ンツの積極的活用を図る。

全職員 昨年度同様中学校での説明
会、中学生の保護者、教員対
象の説明会を開催した。加え
て、学校紹介動画を更新し
た。その結果、わずかながら
本校志望者の増加につながっ
たが、募集定員を超えること
はなかった。

＜努力目標＞
学校ＨＰの更なる工
夫、学校紹介のプレゼ
ンデータを更新、学校
行事やものづくりの魅
力を伝える動画作成を
進める。

本校を志望する中学生の数が

Ａ 募集定員を超える。
Ｂ 昨年度と比較して増加。
Ｃ ２００名を超える。
Ｄ ２００名未満であった。

（全職員）
　最終評価（Ｄ）190名
　定員割れの厳しい状況が続いており、前年度を下回る結果となった。
　継続して本校の特色や魅力を発信する取り組みを充実させる必要がある。

　学校関係者評価委員会の評価を踏まえた今後の改
善策

・安心安全な学校運営を意識され、感染症・熱中症・災害などへの対策も丁寧に講じられていることが感じられました。
・遅刻指導に工夫が必要ではないか。
・交通違反の多さが目立っているが、原因として考えられるようなことは何があるか。

・遅刻や事故などについては報告、連絡、相談を大切にするように指導している。また、遅刻が常習化している生徒に対して、防止のための早出登校指導に取り組む。
・警察の指導を受けた生徒は今年度１０７名いた。県内で４番目の多さである。指導のほとんどが自転車の並進である。今後も自転車乗車マナーの向上を一層指導していきた
いと考えている。

生徒会課
部活動
学年会

生徒は、学校行事や部活動に
積極的に参加しているが、さ
らに主体的に活動できる生徒
を増やし、生徒がつくる学校
行事や主体的に活動できる部
活動を目指して、人間力の育
成を図ることが求められてい
る。

「学警連携」「部活
動の活性化」「教員
の組織連携強化」
「いじめ防止のため
の取組」「校内研修
の充実」等を通し
て、生徒の規範意識
やマナーの醸成を図
り、生徒にとって安
全・安心な学校づく
りを目指し、また、
社会人として必要な
人間力を備えた人材
の育成を図る。

品位ある服装、爽やかな挨
拶、時間厳守など、進路実
現に直結する生活姿勢の改
善に生徒自らが意識して取
り組むよう指導する。ま
た、学警連携を密にすると
ともに、「いじめとは何
か」を題材とした学年集会
などを通して安全・安心な
学校及び生徒の規範意識の
確立に取り組む。

生徒指導
課
生徒会課
教育相談
学年会
全職員

校長の指導の下、生徒指導課
をはじめ全教職員の協力によ
り、生徒に寄り添う指導効果
が実り、生徒の規範意識は向
上し、特別指導件数は減少し
た。しかし、遅刻件数は一定
数の常習的な遅刻者が存在
し、全体として件数は増加し
た。自転車交通違反指導件数
はわずかながら減少してい
る。今後も、各種関係機関と
の連携を図りながら規範意識
を高める必要がある。

②

3 ① 生徒が積極的に学校行事、
部活動に参加し、県内外で
成果をあげることで、周囲
の期待に応えられるよう、
学校行事や部活動の活性化
に取り組む。

　学校関係者評価委員会の評価


